
ー大坂の豪商「加島屋」の経営危機と美術品コレクションー 

鈴木邦夫（2017.11.18日本女子大学） 



［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 
  ・土地（学校敷地）の寄付者 
  ・土地の前所有者 
  ・土地の面積 
［２］美術品流出の波と新たに形成された  
    美術品コレクション 
  ・文化の継承 
  ・美術品流出の波 
  ・新たに形成された美術品コレクションの特徴 
［３］広岡家からの美術品の流出 
   ・加島屋の経営危機→１８７０年代 大量流出  
      ・加島銀行の経営危機→残存していた中核部分の流出  
  



 広岡浅子と成瀬仁蔵が三井家に土地の寄付を働きかけて、
現在のキャンパスの中心部分が開校時に校地となった。 

 

 校地（学校敷地）は誰が寄付したのか？ 

 

 誰の所有地であったのか？ 

 

 寄付された地番と面積は？ 

  

  

［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 

 



 『日本女子大学校４０年史』（昭和１７年） 

 『日本女子大学学園事典』（２００１年） 

 大同生命ホームページの「広岡浅子の生涯」 

 



 「三井一家から敷地の提供申出があり」、「三井一家から
寄附された目白台５千５百余坪の地は、女子大学発祥
の地となったのである」（６５−６７ページ）。 

 

 

 「三井一家」という表現の意味：三井のひとつの家という
意味ではなく、三井一門、三井一統、三井家全体という
意味。 

 

 



 「三井三郎助」の項目では、「１９００年には、三井家所有
の目白台の土地約５５２０坪を学校敷地として三井総家
より提供することを申し出る」（３１４ページ）。 

 

 三井三郎助は、浅子の実家である小石川三井家の当主。
浅子の甥。ただし、１８４９年生まれの浅子は、１８５０年
生まれの三郎助を「愛弟」と呼んでいる。 

 



 第三章「日本女子大学校の設立」では「目白台の土地５
千４百余坪が、ある家より女子大学校に寄附される。寄
附したのは、三井総領家当主、三井八郎右衛門高棟。
そして元々の土地の所有者は、浅子が「愛弟」と呼んで
いた、小石川三井家の三井三郎助高景だった」。 

 



［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 

 



出所）「東京時層地図」。 
［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 

 



出所）『日本女子大学校一覧』1902年（『写真
が語る日本女子大学の１００年』2004年）。 
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小石川区高田豊川町 

１８番 

１９番 

１８番：畑１町４反４畝１０歩 
１９番：宅地３５１坪 
 
２筆を合わせて、坪に換算すると、         
    ４６８１坪 
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 「日本女子大学校寄附金簿」には「小石川区高田豊川町１８、
１９番地 地坪４６８１坪」「三井家総代 三井八郎右衛門」 
 

 日本女子大学校創立事務所「日誌」（明治３３年）の６月２０日
の条では、成瀬が三井八郎右衛門と三井髙保に面会し、「三
井家総代トシテ三井八郎右衛門ノ名ニテ土地寄附ノ事承諾
セラレタリ」 

 

 ⇒したがって、真の寄付者は、三井八郎右衛門ではなく、三井
１１家。地番は高田豊川町１８、１９番地。 

 
 

 なお、「日本女子大学校寄附簿」に記載の三井八郎右衛門５０００円も、実
際には三井１１家の代表（総代）として八郎右衛門の名前で寄付したもの
（三井家同族会で明治３２年７月に寄付決定）。 

 

［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 

 



 三井１１家寄付の地番は１８番地と１
９番地 

 

 １８番：「土地台帳」での地目は畑。畑
１町４反４畝１０歩→坪に換算すると、   

        ４３３０坪 

 １９番：「土地台帳」での地目は宅地。 

         ３５１坪 

 

 合計は４６８１坪 

 

留意点：農地には「縄のび」があるのが
普通。登記上の広さよりも、実際の広さ
（実測値）の方が広い。 

 『日本女子大学校一覧』（１９０２年）の
数値： 

 敷地５５２０坪５合 

 

 麻生正蔵（第２校長）は「三井一統から
日本女子大学発祥の地たる５千５百余
坪の敷地」を寄付と回想（故三井寿天
子刀自の追懐談」『雪の香』昭和１８
年）。 

 

 １８番地と１９番地を実測した数値と推
定（縄のびは、約８４０坪） 

 

 したがって、三井１１家が寄付を申し出
た土地の広さ＝開校後間のない頃の
校地の広さは、実測では５５２０坪５合、
「土地台帳」（および「土地登記簿」）で
は４６８１坪。 



 

 

 

「土
地
台
帳
」（東
京
法
務
局
蔵
） 

 

高
田
豊
川
町
一
八
番 

 

高
田
豊
川
町
一
九
番 



 「土地台帳」に記されている所有者 

  １８番、１９番とも三井銀行。 

 三井家あるいは小石川三井家ではない。 
 

（資料）三井銀行作成の「抵当品流込地所家屋報告表」「貸附
金書抜表」をみると、明治２３年１１月３０日に、返済不能のため
林謙吉郎（貸付金の残高５５１２円）から抵当品（畑１町５反５畝
１６歩、宅地３５１坪、建物７７坪７５）が流れ込みとなり、三井銀
行の所有となっている。 

 畑は、高田豊川町１８番と雑司ヶ谷町３３番の１、宅地は高田
豊川町１９番 
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 明治３４（１９０１）年４月２０日開校までに所有権が移転され
た訳ではない。１８番の「土地登記簿」をみると、移転の登記
日は明治３９年３月１６日。開校から５年後。三井銀行と財団
法人私立日本女子大学校（明治３８年５月２７日設立）との間
で明治３９年３月１６日に売買契約書が締結され、これにより
所有権移転。つまり形式上は日本女子大学校が三井銀行か
ら土地を購入。 

 ［推測］三井１１家が買収資金を日本女子大学校へ供与する
ことで、実質的に、土地を寄付。 

 寄付された土地の地番は、当初予定の高田豊川町１８番、１
９番に加えて、雑司ヶ谷町３３番の１も（土地登記簿で判明）。 

 



雑司ヶ谷町３３番の１ 

畑１反１畝６歩（坪換算３３６坪）→
明治３９年地目を宅地に変換。宅
地３５１坪５１ 

三井１１家が寄贈した土地（３筆） 

１８番 

１９番 

［１］日本女子大学のキャンパスと広岡浅子 

 



 文化の継承 

 美術品流出の波 

 新たに形成された美術品コレクション（集積）の特徴 

 

 



 近世（江戸時代） 

  江戸幕府の式楽：能楽 

  将軍・大名の交際礼法：茶道（抹茶道） 

 近代 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 

衰退 
幕藩体制崩壊により、能楽・抹茶道が衰退 

興隆 

煎茶道 

復興 

ブルジョアジー（資本家）と経営者が新
たな担い手として、能楽［舞と謡］・抹茶
道という文化を継承して復興。 

衰退 



 第１の波 幕末・維新期（美術品価格の暴落） 

 第２の波 第１次大戦期（ 〃    暴騰） 

 第３の波 景気低迷・大不況期（ 〃 低下） 

 第４の波 戦後改革期 （美術品価格の暴落） 
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 流出を促進した要因 
◇慶応４年神仏分離令→廃仏 
毀釈運動→寺院の破壊、寺院 
経済の破綻 
◇明治２年版籍奉還、明治４ 
年廃藩置県→大名失職、江戸 
（東京）の屋敷を大幅に縮小 
◇廃藩置県（慶応 
４年）などによる経済的混乱 

 流出元 
 ◇寺院 
  仏画・仏像・経典な  
  どが流出 
 ◇旧大名家 
  江戸屋敷に所蔵の 
  美術品が流出 
 ◇豪商 
  経営危機に陥った商人 
 （特に大名金融関係の両 
  替商）から流出 
  例：広岡家 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 



 流通を促進した要因 

 

◇大正３年大戦勃発後の好景気（物
価高騰、土地・株・美術品価格の高
騰） 

 

◇大正５年華族世襲財産法改正←
華族（旧大名家、旧公家）の家政の
経済的苦境 

 

 

 

◇第一世代のコレクターの死亡 

 

 

 流失元 

◇華族（旧大名家、旧公家） 

 例：①大正５年大藩だった仙台伊達家
が堂々と名前をだして所蔵品を売り立
て。落札額146万円（現在価値160億円）
②大正6年佐竹公爵家売り立て。「佐竹
本36歌仙」35万3千円（現在価値39億
円） 

 

◇実業家(資本家・経営者)・政治家 

死亡者の趣味を相続人が継承しないた
め売却 

 例：大正6年赤星弥之助（英国兵器会
社の代理人として海軍へ売り込み工作）
の所蔵品売り立て。510万円（現在価値
561億円） 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 



 流失を促進した要因 

 

◇昭和２年金融恐慌 

  預金取付により 

  銀行破綻 

 

◇昭和５年昭和恐慌 

 流出元 

 

◇実業家(資本家・経営者） 

 銀行など企業の経営破綻に
ともない美術品売却 

例：①十五銀行破綻→昭和３
年松方公爵家・島津公爵家が
売り立て。８９万円と１０６万円  

②加島銀行破綻→昭和３年広
岡家が売り立て。８１万円 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 



 流出を促進した要因 

 

 １９４５年敗戦 

 

 １９４６年財産税 

 純資産に対して課税。超
累進的な税率。税率２５％
（課税価格１０万円超）→税
率９０％（課税価格１５００万
円超） 

 流出元 

 

 様々な資産家。より大き
な資産家ほど高率な財産
税課税。実効税率は住友
吉左衛門家89％、三井高
公家89％。 

→益田鈍翁コレクションを
はじめ大小の、夥しい数の
コレクションが崩壊 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 
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 第１世代 

  政治家：井上馨（1836-1915） 

  実業家：川崎正蔵（1837-1912）大倉喜八郎（1837-1928） 

      藤田伝三郎（1841-1912）岩崎弥之助（1851-1908） 

      赤星弥之助（1853-1904） 

  建築家：柏木貨一郎（1841-1898） 

 第２世代 

  実業家：益田孝（鈍翁、1848−1938）根津嘉一郎（1860-1940） 

      住友吉左衛門友純（ともいと、1865-1926） 

      原富太郎（1868-1939） 

 第３世代 

  実業家：松方幸次郎（正義の子、1866-1950，西洋絵画、浮世絵） 

      大原孫三郎（1880-1943，西洋絵画）、長尾欽弥（1892-1980） 

 第４世代 

  実業家：五島慶太（1882-1959）菅原通済（1894-1981） 

      服部正次（1900-1974） 

 ［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 



 第１世代 

  政治家：井上馨（崩壊） 

  実業家：川崎正蔵（川崎造船所、明治２３年川崎美術館設立→崩壊） 

      大倉喜八郎（大倉組。大倉集古館。現在の関係事業はホテルオークラなど） 

      藤田伝三郎（藤田美術館。現在の関係事業は藤田観光[椿山荘]など） 

      岩崎弥之助（静嘉堂美術館。三菱グループ） 

      赤星弥之助（兵器会社英国アームストロング社の非公式代理人。崩壊） 

  建築家：柏木貨一郎（崩壊） 

 第２世代 

  実業家：益田孝（三井物産。崩壊） 

      根津嘉一郎（東武鉄道。根津美術館） 

      住友吉左衛門友純（住友財閥・泉屋博古館） 

      原富太郎（原合名[生糸商]。崩壊） 

 第３世代 

  実業家：松方幸次郎（川崎造船所。国立西洋美術館） 

      大原孫三郎（倉敷紡績。大原美術館）、 

      長尾欽弥（わかもと。長尾美術館→崩壊） 

 第４世代 

  実業家：五島慶太（東急電鉄。五島美術館）菅原通済（鉄道工業。常磐山文庫） 

      服部正次（セイコーエプソン。サンリツ服部美術館） 
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 ［特徴１］茶道との関連で形成 

 ■抹茶道：これとの関連で収集されたコレクションが主流。 

 ■煎茶道：大正末から昭和初めに衰退するため、これと
の関連で収集されたコレクションは傍流。 

  

 ［特徴２］仏教関係のものを収集 
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 抹茶道：これとの関連で収集されたコレクションが主流となる。 

 従来抹茶道で用いていた品に加えて、近世では抹茶道と直接
の関連のない絵巻物（佐竹本３６歌仙など）や巻物形式の歌集
（伊勢集など）が切断され、茶席の掛け物に転用。 
 

 煎茶道：大正末から昭和初めに衰退するため、これとの関連
で収集されたコレクションは傍流。 

 ・煎茶道のピークは明治１０年代〜２０年代。しかし、盛んで
あった関西で衰退（大正末ー昭和初め）。 

 ・コレクションの内容は、焜炉、茶銚（ちゃちょう。急須）、茗椀
（茶碗）などの煎茶道具［特徴は唐物趣味］、文房具、文人物の
書・絵画、青銅器。 
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 仏画・仏像・経典・高僧の書など仏教（とくに密教）関係
のものを、信仰・崇拝の諸具としてではなく、美術品とし
て収集。 

 

 抹茶道系のコレクション（集積）のなかに仏教（とくに密
教）美術品が収集されている。 

 現在まで続いている大師会（大寄せの茶会）は、真言宗
（密教）弘法大師の書を益田孝（鈍翁）が明治２９年に披露
したことから開始。 

［２］美術品流出の波と新たに形成された美術品コレクション 

 



 加島屋の経営危機 

 →明治１０年代前半頃に広岡家から大量流出 

 

 加島銀行の経営危機 

 （浅子はすでに死亡しているため関係せず） 

 →昭和３年に、残存していた部分が広岡家から流出。コ
レクション崩壊。  



 幕末維新期の加島屋 
 明治4年廃藩置県により旧大名失職。旧大名の負債を新政府
が継承し、公債に転換。うち、旧公債は無利息５０年賦、新公債
は３年据え置き、２５年賦、利子４％。→加島屋ではそれまでの
諸藩からの高利の利子収入が途絶え、それだけでなく諸藩から
の借入に対する返済困難。 
⇒加島屋、経営危機 

 
 浅子による経営再建 
 ・借入先の旧大名家に対して借金減免交渉 
 ・資産整理による資金化（美術品と不動産） 
 

⇒明治１７年広炭商店開業（石炭販売）、明治１９年潤野炭鉱買
収、明治２１年加島銀行設立 

［３］広岡家からの美術品の流出 



 明治３７年３月、麻生正蔵（のち第２代校長）が浅子から
経歴を聴取して筆記。この筆記によると、「文字通りに悪
戦苦闘を続けて来られたのであります。特に明治９年後、
即ち刀自が年齢２９歳前後の数年間と云ふものは、・・・
実に刀自の最大苦心の時代であった様に思われますが、
幸にもよく其の難局を切り抜けられ、家政を整理し、目出
度くも家運の挽回の功を奏し」た。（「広岡刀自を憶ひて」
『麻生正蔵著作集』1992年、320ページ）。 
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 利益を生まない資産 

 近世の時期に大量に蓄積された美術品と、自家用の不
動産 

 

 美術品・不動産の売却 

 美術品・不動産の売却は、売却により取得した資金を、
利益を生む資産へ転換するという一連の積極的行為のひ
とつと推定。 
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 明治９年頃、実家の油小路三井家へ「１３器」を上回る美
術品を売却。他家へ「江戸堀旧宅」を売却。 

 明治１０年１０月５日、京都で売り立て（６５３点） 

      １１月１０日、残品（親引き分）売却 

 明治１１年３月２０日、京都で売り立て（７０３点） 

 明治１１年１１月、  京都で売り立て（６２７点） 

 明治１３年１０月、実家の油小路三井家へ美術品３９点売
却 

 明治１４年８月、９月、美術品売り立て（点数不明） 

 

⇒２千点を上回る美術品が明治１０年代前半頃に広岡家か
ら流出（親引き分もまもなく売却と仮定して計算） 
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 倉林重幸氏（湯木美術館）の検討によると、 

・嘉永元（１８４８）年８月２４日、広岡久右衛門正饒（まさあつ）
が表千家汲江斎から皆伝拝受 

・近世に茶道具を大量に購入 

（「広岡家と茶道」「大同生命文書解題」2013年7月17日版） 

⇒抹茶道系のコレクションであることが想像される。 

では、実際はどうかをこれから検討。 
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［３］広岡家からの美術品の流出 
出所）小石川三井家資料（三井文庫所蔵）。 
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 三井高喜（「尊父」）に買取を依頼した道具（美術品のこ
と）は、「道具１３器」、「水指」１点、「軸物類」。 

 他の人に売却するよりは、「尊父」に買い取ってもらえれ
ば大幸と夫（信五郎）も希望。 

⇒売り立て（他の人へ売却）をおこなう前と推定。 

 「江戸堀旧宅」（広岡五兵衛宅＝信五郎宅と推定）を売
却。「土蔵道具類」を三香庵へ移す予定。 

⇒五兵衛家の土蔵にも美術品がかなりあり（取り調べに１
か月以上）、その美術品を、広岡久右衛門家（土佐堀１丁
目）の茶室である三香庵へ移動予定。 
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出所）小石川三井家資料（三井文庫所蔵）。 
［３］広岡家からの美術品の流出 



 明治４５年でも東京から京都へ美術品を輸送し、京都で売り
立てした高橋義雄所蔵品の例あり（３９１点、落札額２３万円、
現在価値２５億３０００万円）。 

 

 明治１０年２月５日 大阪・京都間の鉄道開通 

 

 明治１０年１０月５日、京都で第１回売り立て（６５３点） 

 出品点数を後の売り立て会と比較すると、大規模な売り立て
であることがわかる。大量の美術品を展示するため広い会場
が必要。 [参考]大正14年井上馨家売り立てでは350点。 
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 場所は、京都の円山「橋ノ寮」。円山は祇園の八坂神社
が所在する地域。「橋ノ寮」は、円山にあった安養寺の塔
頭「端之寮」（重阿弥の別称）。「東山第一楼」と呼ばれた
酒楼。近世の時期に書画の展覧会開催（田中日佐夫
『竹内栖鳳』）。 

 

 

 場所についての記載なし。第３回については、売り立ての詳細な記録が
油小路三井家に残されているので、端之寮なのでは。 
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出所）『都林泉名勝
図会』巻２（１７９９年
刊）。 
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  茶碗 茶入 棗 香合 茶杓 
花生・花
入 水指 釜 建水 

軸物・掛
物 その他 合計 

第１回 67 36 34 50 20 54 35 20 9 44 291 660 

第２回 63 35 36 50 35 53 30 30 16 76 279 703 

第３回 65 25 40 46 25 42 37 20 9 86 230 625 

三井家 16 1 2 4 1 12 3 39 

総計 211 97 110 148 84 149 103 70 34 218 803 2027 

茶碗２１１点、茶入・棗合計２０７点、香合１４８点、茶杓１４
８点、花生・花入１４９点、 
水指１０３点、釜７０点、建水３４点、 
軸物・掛物２１８点 
（ただし、親引き分もまもなく売却として計算） 
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 美術品の大量流出⇒美術品価格の暴落 

 

 とりわけ、抹茶道衰退のため、抹茶道で使用
される美術品価格が暴落。 

 例：長次郎とノンコウの茶碗の落札額と現在
価値。現在価値は極めて廉価。 
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［３］広岡家からの美術品の流出 

売り立て 品名 落札額 現在価値 

明治10.10.5 ノンコウ黒四方茶碗 不見斎 銘四海 小判20両1貫100文 82万4500円 

同上 長次郎 黒 宗拙箱 親引き - 

同上 長次郎赤茶碗 ぬれ烏 金5両5貫文 22万5500円 

同上 長次郎黒茶碗 啐啄斎銘安眠 金6両ト6分 30万7500円 

同上 長次郎黒茶碗 仙叟塩屋 金3両銀5両118文 8万2000円 

同上 ノンコウ割高台茶碗 金1枚銀3枚9分9厘 9万4300円 

明治11.3.20 ノンコウ黒茶碗 小判2両８分 16万4000円 

同上 長次郎黒茶碗 如心箱  金6両ト2貫111文 25万4700円 

同上 長次郎黒茶碗  銀2枚 155文 3万5900円 

同上 ノンコウ赤 如心 海老 銀5枚100疋8分8厘 9万8400円 

明治11.11 長次郎 黒茶碗 苔衣 銀5枚11文 8万8200円 

同上 ノンコウ黒平茶碗 金5両3貫文8分 21万7300円 

[参考] 長次郎黒茶碗 銘東陽坊（現在、重要文化財）を万延２（1861）年に鴻
池善右衛門が金５００両で購入。 
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 李朝時代、高さ６.４㎝、口径１４.７㎝（湯木美術館蔵） 

出所）五島美術館『鈍翁の眼ー益田鈍翁の美の世界ー』. 

青井戸茶碗 銘春日野 

大正期に「瀬尾」（現在、福岡市美術館）、「竹屋」（現在、個人蔵）と
をあわせて『東都青井戸の三名物」と呼ばれた。 
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 第１回 青井戸茶碗 春日野 金１５０両 銀５０枚   （現在価値   ７０３万円） 

      染付張古牛香合   金１００両 銭５０貫文  （現在価値   ４３１万円） 

      青磁砧龍耳花生   金２００両 銭３０貫文  （現在価値   ８３２万円） 

      唐物手鉢      金１００両 銭１５０貫文（現在価値  ４７２万円） 

     黄瀬戸向付     金２５０両 銭１５９貫文（現在価値  １０８７万円） 

                    吉野龍田蒔絵硯箱  金６００両                  （現在価値   ２４６０万円） 

 

 第２回 金更紗打掛 金７００両 銭５０貫文９分５厘  （現在価値  ２８９１万円） 

                     交趾黄鴨大香合   金１５０両 銀１貫目       （現在価値 ６１６万円）  

 

 第３回 黄瀬戸丸向付 小判２００両 銭１００貫文８分（現在価値   ８２０万円） 

     呉州周茂叔香合   金１５０両 銭１５０貫文（現在価値   ６１６万円） 

     三作茶碗      金１２０両 銭１００貫文（現在価値   ４９２万円）    

［３］広岡家からの美術品の流出 



 第１回    銀485貫321匁4分5厘 
 第２回    銀363貫949匁5分7厘 
 第３回    銀384貫183匁8分7厘 
 落札額合計 銀1233貫454匁8分9厘（1万2334円55銭） 
      [現在価値5億0572万円] 
 ⇒手数料（22％）を差し引いた広岡家手取額は 
       銀916貫766匁1分7厘（9167円66銭） 
       [現在価値3億7587万円] 
 広岡家美術品売却手取り総額 
 明治13年に実家（油小路三井家）へ売却分700円（現在価値
2870万円）を加算した現在価値は4億0457円。他に第4回売り
立て分あり。 
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 大量の美術品と自家用の不動産を売却 

 ⇒売却して資金を入手し、その資金を事業に運用。すなわち利益を生む資
産へ充当したと思われる。 

 

 広炭商店開業 

 現在確認できる広岡家最初の新規事業は明治１７年開業の、広炭商店。筑
豊の石炭を国内販売。それだけでなく、広炭商店が三井物産を通じて石炭を
海外に輸出するため、明治１８年、浅子が三井物産と交渉して「広岡信五郎代
理 淺」と記して自ら契約。 

 

 潤野炭鉱の取得（明治１９年） 

 さらに明治１９年に広岡家が潤野炭鉱を取得。浅子は三井銀行と交渉して、
潤野炭鉱を担保に、自らの名前で借入（三井銀行「貸附金調書」明治２６年４
月３０現在では「広岡アサ」借入残高２万５０００円。現在価値５億５０００万円） 

 

 加島銀行設立（明治２１年） 
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 昭和２年金融恐慌発生 

 ・各地銀行で預金の取付（預金引き出し）⇒銀行の経営危機 

 ・加島銀行でも預金取付⇒経営危機 

 

  加島銀行（株式を大阪株式取引所に上場していた中規模
の銀行）公称資本金3020万円、払込資本金1887万5000円
（現在価値1038億1250万円） 

 ・頭取は広岡恵三（浅子の娘・亀子の夫） 

 ・総株数60万4000株のうち、広岡合名会社38万2510株、広岡
恵三2000株、広岡久右衛門2000株、大同生命6830株。 
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 昭和３年に、広岡恵三から美術品の売り立てについて相談を
うけた高橋義雄は、広岡家の「経営に係る加島銀行の業務
上に受けた打撃の為め、蔵器を売却して其欠陥を補充する
必要を生じ、6月18日大阪美術倶楽部に於て入札を決行」、

「大阪広岡家は同地の旧家で且つ道具持ちであったが、維新
後其大半を売却して残る所は余り多数ではなかった」と記し
ている（『近世道具移動史』）。 

 ⇒広岡家が売り立てをおこなう意図は、売り立てで得た資金
を加島銀行に提供して、加島銀行の損失を補填するため。た
だし、実際の昭和3年の不良債権処理方法は、所有する加島
銀行株の約80％（払込金額944万円、現在価値519億円）を

銀行に無償提供（寄付）して損失を補填。したがって美術品
売り立て金の使途を特定できない。 

［３］広岡家からの美術品の流出 
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 ２４３点（写真を掲載） 

 「名物紅葉呉器の茶碗が出るというので大評判となり、
東京は勿論、名古屋、金沢、九州地方より下見に来る者
少なからず、大阪美術倶楽部創始以来の大盛況を来し
た」、「４０点の親引きがあったに関わらず」（『書画骨董
雑誌』昭和３年８月号）、 

 落札総額８０万７０９４円２０銭（現在価値４４億３９０２万
円）⇒手数料２２％を引いた広岡家手取額６２万９５３３
円４７銭（現在価値３４億６２４３万円） 

［３］広岡家からの美術品の流出 



 紅葉呉器 １８万９９００円（現在価値１０億４４４５万円） 

 飛青磁花生 ４万３５００円    （同２億３９２５万円）  

 碪青磁袴腰香炉 ３万８９３０円  （同２億１４１２万円） 

 雪舟筆雪景山水図 ３万１０００円 （同１億７０５０万円） 

 古赤金襴手六角香炉２万７９９０円 （同１億５３９５万円） 

 長次郎赤茶碗 ２万５１００円   （同１億３８０５万円） 

 金襴手丸紋向付 ２万２１００円  （同１億２１５５万円） 

 李安中筆鶉、徽宗筆鶺鴒、松花堂筆竹雀、三幅対 

         ２万１８００円  （同１億１９９０万円） 

 金襴手洗盞瓶 １万９６９０円   （同１億０８３０万円） 

 徽宗筆梔子小鳥図 １万６１００円 （同  ８８５５万円） 

 東山義政公作茶𣏐 １万５９００円 （同  ８７４５万円） 
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 広岡家入札以前では、 
 第１位 窯変天目茶碗 １６万７０００円 
   （大正７年３月１８日、稲葉子爵家売り立て） 
   （現在、静嘉堂美術館所蔵） 
 第２位 松屋肩衝茶入 １２万９０００円 
   （昭和３年５月２８日、島津公爵家売り立て） 
   （現在、根津美術館所蔵） 

 広岡家の紅葉呉器茶碗の落札価格１８万９９００円は、古陶
器でそれまでの入札史上の最高価格。住友吉左衛門友成
（ともなり）が購入。 

 

（参考）その後の最高落札品：高麗割高台茶碗２０万円（昭和１
５年６月１２日、鴻池男爵家売り立て、現在、畠山記念館所蔵） 

［３］広岡家からの美術品の流出 



出所）泉屋博古館ホームページ（https://www.sen-oku.or.jp/collection/col10/003.html). 
 

朝鮮時代、高さ８.６㎝ 口径１３.４㎝ 
総体は紅葉を連想させる淡紅色を呈すが、側面には、斜めに四ヶ所、高台にも一ヶ所、釉の掛けはずしが見られる。  

紅葉呉器茶碗 
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 「文化文政頃[1804−1830]には既に同家の家宝と為つて居た、

当時大阪に紅葉呉器茶碗を所蔵して居た者は右広岡家と平
瀬及び鴻池家であつたが、或時此三家がお互い一つ茶碗を
持ち寄つて比較研究して見やうではないかと云ひ出した、而
して当時鴻池の主人は爐雪と号した大数寄者であつたが、い
よいよ茶碗を持ち寄つて他家より劣りては面目ないとて、
内々お出入道具屋に聞き合せた処が、果たして自家のが劣
つて居ると見極めが附いたので、爐雪が当日両家の茶碗を
十分に観覧し終つて、斯かる名品を拝見しては手前のは到
底太刀打が出来ませぬから今回は御免を蒙りますとて、とう
とう遁げ出して仕舞つたさうだ」（高橋義雄『近世道具移動
史』）。 
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 [理由１] 強力な対抗者の存在。馬越恭平の札は１３万円余

り。この馬越をも上回る対抗者が永坂町三井家（三井守之
助。茶人として著名）のよう。高橋義雄は、「落札者が春海商
店一人であったが為め種々の憶測も行はれたが、其行先は
永坂三井家なる事今や疑を容る可らず、果して然らば誠に
適品適所と云つて宜からう」（『近世道具移動史』）と記してい
る。 

 [理由２] 明治期に住友家は関西における煎茶道のリー

ダー的存在。大正期に抹茶道へ転換したため、飛び抜けて
評価の高い茶碗を欠いていた。飛び抜けた優品をえるため、
極めて高額で応札。 

 

（現在価値１０億４４４５万円） 
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 油小路三井家（小石川三井家）へ大量に流出 

 明治９年頃、１３点以上 

 明治１３年、３９点 

 明治１０年代の売り立てでも入札 

 

 まとまって流出した家はほかに確認できない。 

 一品で流出経路（伝来）を確認できるのは、 

・青井戸茶碗 銘春日野 

 明治１０流出…道具商戸田露吟…松岡松生庵…益田鈍翁(三井)…湯木貞一(吉兆)…現在、湯木美術館 

・紅葉呉器茶碗 銘龍田 

 明治１０流出…益田鈍翁…佐藤助九郎…現在、富山佐藤美術館 

・紅葉呉器茶碗 

 昭和３流出…住友吉左衛門…現在、泉屋博古館 

・李安中筆鶉、徽宗筆鶺鴒、松花堂筆竹雀、三幅対 

 昭和３流出…馬越恭平(ビール王)……画家白川一郎…現在、白川遺族と推定 

・ノンコウ(道入）黒茶碗 銘残雪 

 昭和３流出…安田靫彦…現在、楽美術館 

・碪青磁袴腰香炉 銘青柳 
 昭和３年流出…服部正次…現在、サンリツ服部美術館 

・黄金天目茶碗 

 昭和３流出…中村準策…現在、寧楽美術館 
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この他に、①明治10年10月流出の「長次郎 赤茶碗 ぬれ烏」（金5両5貫文、現在価値22万5500円）は大正期に伊藤吉六（名古
屋市）所蔵、現在、不明、②明治11年11月流出の「長次郎 黒茶碗 苔衣」（銀5枚銭11文。現在価値8万8200円）は、現在、個人蔵
のよう（インターネット上に画像あり）。 

［３］広岡家からの美術品の流出 

流出年月日 品名 落札額 現在価値 現所蔵者（所在地） 

明治10.10.5 青井戸茶碗 銘春日野 金150両、銀50枚       703万1500円 湯木美術館（大阪市） 

同上 紅葉呉器茶碗 銘龍田 金千疋108文        10万2900円 富山佐藤美術館（富山市） 

昭和3.6.18 徽宗皇帝鶺鴒 左李安忠鶉 右松花堂竹雀 2万1800円  1億1990万円 白川一郎家（東京都） 

同上 紅葉呉器茶碗 18万9900円 10億4445万円 泉屋博古館（京都市） 

同上 ノンカウ黒茶碗 銘残雪 3490円     1919万5000円 楽美術館（京都市） 

同上 長次郎万代屋黒（もずやぐろ）茶碗 利休所持 3590円     1974万5000円 楽美術館（京都市） 

同上 唐物丸壺茶入 銘早苗 7600円     4180万円 滴翠美術館（芦屋市） 

同上 碪青磁袴腰香炉 銘青柳 3万8930円 2億1411万5000円 サンリツ服部美術館（諏訪市） 

同上 黄金天目茶碗 898円       493万9000円 寧楽美術館（奈良市） 

同上 能阿弥 月見布袋横物 親引き   大阪くらしの今昔館（大阪市） 



出所）五島美術館『鈍翁の眼ー益田鈍翁の美の世界ー』. 

（湯木美術館蔵） 

［３］広岡家からの美術品の流出 

現在価値：703万円 



出所）『茶の湯美術館 全国』。 

（富山佐藤美術館蔵） 
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現在価値：10万円 



出所）泉屋博古館ホームページ（https://www.sen-oku.or.jp/collection/col10/003.html). 
 

（泉屋博古館蔵） 
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現在価値：10億4445万円 



出所）『もくろく』（広岡家、昭和3年6月18日入札）。 
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現在価値：1億1990万円 



出所）『国宝・重要文化財大全 絵画下巻』。 

（推定：白川家蔵） 
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出所）サンリツ服部美術館『名品聚』。 

（サンリツ服部美術館蔵） 

［３］広岡家からの美術品の流出 

現在価値：2億1411万円 



出所）『茶の湯美術館 京都・関西』。 

（滴翠美術館蔵） 
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現在価値：4180万円 



⇐ 今、唐物丸壷茶入 銘早苗を展示中 

滴翠美術館 

 山口銀行（のち昭和８年に鴻池
銀行、三十四銀行と合併して三和
銀行）の山口吉郎兵衛が収集し
た美術品を所蔵・展示。 

出所）滴翠美術館ホームページ（l）。 
［３］広岡家からの美術品の流出 

http://tekisui-museum.biz-web.jp/index.html


出所）産経新聞奈良支局「朝ドラのモデル『加島屋』ゆかりの黄金茶碗」
（http://sankei-nara-iga.jp/news/archives/4885）。 

（寧楽美術館蔵） 
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現在価値：493万円 



出所）『茶の湯美術館 京都・関西』。 
（楽美術館蔵） 

［３］広岡家からの美術品の流出 

現在価値：1919万円 



出所）楽美術館ホームページ（https://raku-
yaki.or.jp/museum/exhibition/past_exhibitions.html）、「楽美術館 楽歴代の名品 秘蔵の

長次郎をみる」
（http://sokuu.exblog.jp/iv/detail/?s=18234837&i=201205%2F03%2F54%2Fb0044754_192927
28.jpg）。 ［３］広岡家からの美術品の流出 

現在価値：1974万円 



 高橋義雄編『大正名器鑑』作成の際にも、高橋が現物を
確認できていなかった作品。 

 

 昭和３年に広岡家から流出したこの作品が、２０１２年３
月に楽美術館の展覧会に突然、楽家「秘蔵の長次郎」と
して出現。この時に配付の展示品目録には「利休ー万代
屋宗安・加島屋広岡家伝来」と表示。 

 

 堺の商人・万代屋宗安は利休の娘婿。秀吉に仕えてい
た茶頭八人衆のひとり。万代屋黒の箱蓋の裏に、啐啄
斎（表千家８代、1808年没）が、利休が所持し万代屋に
伝来したもので「万代屋黒と云」と記している。 
 

 ［３］広岡家からの美術品の流出 



 １９７７（昭和５２）年財団法人楽美術館設立 

 １９７８（昭和５３）年１１月楽美術館開館 

          （京都市上京区油小路通一条下る） 

 

 楽家 

  初代 長次郎（天正１７[1589]年没） 

  ３代 道入（ノンコウ）（明暦２[1656]年没） 

 

 １９９７年『茶の湯美術館 京都・関西』刊行頃、楽美術館の所蔵リスト（茶
碗）には長次郎作３点（黒楽茶碗 銘面影など）、ノンコウ作６点（広岡家
旧蔵の銘残雪を含む）。長次郎作の万代屋黒なし。この書籍刊行後に万
代屋黒を購入か。 

 現在、広岡家旧蔵の長次郎万代屋黒とノンコウ残雪は、楽美術館を代表
する蔵品となっている。 

 今、万代黒を楽美術館で展示中（１２月２４日まで） 
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 広岡久右衛門家の美術品（1920年に高橋義雄が久右衛
門家を訪問したとき展示） 

 

 

 

 

 広岡五兵衛家の美術品 
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『国華』昭和4年2月号に掲載の
際、広岡恵三旧蔵とある。 
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 近世に抹茶道系のコレクションとして形成 
 （倉林氏の研究から想像されたとおり） 
 

 仏教（とくに密教）美術品が、広岡家売り立て品のなかに２点
しかない（昭和３年売り立ての仏画[十一面観音、不動尊]）。
但し、近世で茶席に掛ける高僧の書を除く。 

 なお、明治以降に購入された可能性のある品は、川端玉章
の画（２幅）と長三州の画・書二幅対（昭和３年売り立て）。 

 明治以降に購入したものはわずかのよう。 
 

 ⇒したがって、近代に形成される抹茶道系の大コレクション
（特徴のひとつが仏教[とくに密教]美術品の収集）とは異なる。 
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［３］広岡家からの美術品の流出 

ー大坂の豪商「加島屋」の経営危機と美術品コレクションー 

終了 


